
令和２年度　森林環境譲与税の使途公表

① 意向調査の準
備作業

森林経営
管理推進
事業

2,011 2,011 0
・意向調査に係る会計年度職員賃金
・意向調査発送準備に係る印刷製
本・システム整備等

② 意向調査
森林経営
管理推進
事業

1,759 1,759 0
・意向調査の郵便料等
・森林調査に係る委託料

⑥ 林道・林専道
の整備等

森林経営
管理推進
事業

2,317 2,317 0 ・森林施業予定区域の林道整備

⑯ その他（木
材・普及啓発関
係）

森林経営
管理推進
事業

630 630 0
森林づくり相談員による，森林整備
や林業の普及啓発

⑦ その他（森林
整備）

竹材搬出
促進支援
事業

71 71 0 ・竹材施業予定区域の森林整備

⑨ 林業就業者の
育成

林業担い
手育成支
援事業

1,225 1,225 0

林業担い手育成と確保を図るため，
各種研修参加の補助及び担い手の労
働環境の改善，労働安全の確保を図
るため安全装備品購入支援

⑯ その他（木
材・普及啓発関
係）

森林炭素
マイレー
ジ交付金
制度

884 884 0

固定・削減されたCO2量をマイレー
ジ化し，かごしま材利用による住宅
建築主及び木質バイオマスボイラー
利用事業体に対する支援

⑲ 基金積立（木
材利用等）

森林環境
譲与税基
金事業

28,206 28,206 0
公共施設の内装木質化による普及啓
発活動に備えた積立。

37,103 37,103 0計

(ⅲ)市
町村名

(ⅳ)事業区分
(ⅴ)事業

名

(ⅵ)事業総額（千円）

南九州市

　税の活用により，R1に意向調査
した森林，10筆1.37haの森林集積
が図られ，林業事業体への提供に
つながった。
　R2の意向調査では，約2,500筆・
約380haのうち委託希望森林が約
1,000筆・約160haあり，R3の森林
調査を実施していく。
　約2,400筆・約370haの所有者が
確認され,林地台帳の更新が図られ
た。
・林道48路線のうち税の活用によ
り，今後行われる森林整備に不可
欠な林道６路線の整備に着手する
ことができ，森林の情報収集につ
ながった。
・本市は，過疎地機であり林業担
い手不足が生じており，引き続き
担い手の育成・確保，併せて林業
担い手の労働安全にも取り組め
た。
・県が実施している，森林炭素マ
イレージ制度を支援するため，認
定量に応じ交付金を交付し，県産
材の普及啓発や更なる地球温暖化
対策に活用し，森林整備の普及啓
発が図られた。
・森林ＧＩＳの更新を行い，意向
調査の事前準備に役立てられた。
・残額は，今後実施予定の森林経
営推進事業費（森林情報解析及び
システム整備）及び公共施設の内
装木質化による普及啓発活動に使
用するため，基金に積み立てた。

(ⅷ)事業内容 (ⅺ)税導入の効果
(A)+(B)

(A)うち
令和２年
度の森林
環境譲与
税（千
円）

(B)うち
他の財源
（千円）


